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■ワークショップの開催スケジュール

坂出緩衝緑地の未来を考えるワークショップとは︖
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ワークショップだより

坂出市では、坂出緩衝緑地を「坂出駅周辺再整備基本構想」における６つの拠点エリアの１

つとして、豊かな自然環境と長大な空間をいかしながら、多様な世代が集い、交流する市民の

活動拠点を創出する場とする再整備を計画しています。

そこで、市民の皆様と一緒に坂出緩衝緑地のにぎわい創出を目的とした再整備方針を考え

るワークショップを３回開催し、将来ビジョンをとりまとめ、「坂出緩衝緑地再整備基本計画」

に反映していきます。



第2回ワークショップを開催しました02
令和5年３月26日（日）、坂出市役所（大会議室）にて第２回ワークショップを行いました。

当日は公募により41名の方にご参加いただき、緩衝緑地再整備に向けた市民目線の意見を

頂きました。

ワークショップでは、『ビジョンの実現に向けたプランニングを企画してみよう』をテーマに、

第1回と同様に７班に分かれて意見を出し合いました。グループ毎に第1回ワークショップで

検討したビジョン案をもとに、その実現に向けて必要なモノ・コトについて検討を行いました。

ワークショップでは活発な議論が⾏われました。｜ワークショップ

各班から「ビジョンの実現に向けたプランニング」について
説明されました。｜全体発表



各班の意⾒（１班・２班） 必要なモノ（ハード：施設・機能）

発表時の口頭での補足説明

必要なコト（ソフト：イベント・行事）03



各班の意⾒（３班・４班） 必要なモノ（ハード：施設・機能）

発表時の口頭での補足説明

必要なコト（ソフト：イベント・行事）04



各班の意⾒（５班・６班） 必要なモノ（ハード：施設・機能）

発表時の口頭での補足説明

必要なコト（ソフト：イベント・行事）05



各班の意⾒（７班） 必要なモノ（ハード：施設・機能）

発表時の口頭での補足説明

必要なコト（ソフト：イベント・行事）06

全グループの意見のまとめ ●6班以上 ●5班以上 ●４班以上 ●3班以上 ●2班以上から出た意見

緩衝緑地全体の設備

● トイレ

● アート・モニュメント

● 街灯
● Wi-Fi
● 休憩所
● フェンス・防護柵
● ベンチ

・有料トイレ
・デザイナーズトイレ
・障がい者用トイレ

・郷土彫刻家の作品展示
・モニュメント
・アニメキャラによる施設
・銅像巡り

・ベンチをモニュメント化
・屋根付きベンチ

園路

● ウォーキングコース
● ウッドファイバー

植物

● 花壇

● 桜並木

・四季の花
・アニメキャラモチーフ

の花を植える

アクセス性・交通

● 駐車場

● レンタサイクル
● 案内看板
● バスでのアクセス

・EVパーク
・数時間無料などの工夫
・浜街道沿道を全面

駐車場化
・南北から利用できるよ

う交差点に設置

屋内施設

● 道の駅
● サウナ
● 図書館

飲食 アウトドア

● カフェ
● 屋台村
● キッチンカー

● レストラン

・防災キッチンカー

・ウェリントンさんに
協力してもらって
“森リントン”

公園

● 遊具

● 芝生広場
● アスレチック
● 健康遊具

スポーツ

● バスケットコート
● フットサルコート

● BBQ場
● ドッグラン
● キャンプ場

整備・管理

● 木を間引く
（見通しを良くする）

● 音楽堂の再整備・活用
● 隣接する街区公園と

一体的に活用

防災

● 防災施設

PR

● ネーミング

イベント

● 瀬戸内芸術祭
● 創作イベント
● 駅前イベントを緑地に

・幼児向け遊具
・屋内遊具

・路線バスのバス停
・バスターミナル

・備蓄倉庫
・炊き出し施設
・避難施設
・防災ベンチ
・防災倉庫付トイレ

・キッズスペース
・赤ちゃんの駅



これまでのワークショップの意⾒の集約07

ワークショップで議論された“ターゲット”に関する意見の整理結果

 坂出ICのフルインター化に伴い、交流人
口の増加が予想される中、「県外」、「市外」
など広域のターゲットに注目する意見が
多くありました。

 市内に学校が複数あり、坂出工業高等学
校が近隣に位置しているため、「学生」、
「若者」などの意見がありました。

 「子ども」や「子連れ」など「子育て世代」も
多く挙げられています。

 「高齢者」、「市民」など坂出緩衝緑地近隣
にお住まいの方たちなどの意見もありま
した。

“必要な機能”に関する意見の整理結果

４つのターゲット層向けに、これまでワークショップで議論された“必要な機能”を整理しました。

必要な機能は、前頁にまとめたワークショップ内で多く出た意見から抽出しています。

その他にも「坂出市を舞台とするアニメの聖地化」や「新たなネーミングの設定」などの意見が出てお
り、緩衝緑地全体の再整備に係るなんらかのテーマ設定を行う必要があると考えられます。

※出現頻度が高い単語ほど文字のサイズが大きく表示されます
※ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析
（ https://textmining.userlocal.jp/ ）

広域（県外・市外）

 アウトドア施設
（BBQ場、ドッグラン）
 道の駅
 産直マルシェ

学⽣・若者

 施設・⾃習室
 スポーツ施設
（バスケ、フットサル 等）
 カフェ

⼦ども・⼦育て世代

 遊具
 芝⽣広場
 屋内施設
 ⾚ちゃんの駅

地域（⾼齢者・市⺠）

 健康遊具
 ウォーキングコース
 カフェ
 防災施設

緩衝緑地全体
 トイレ
（バリアフリー化・防犯・防災）
 駐⾞場
 アート・モニュメント
 PR
 イベント

事務局案の検討にあたり、第1回、第2回ワークショップで参加者の皆さまからいただいた
ご意見を集約し、整理を行いました。


